
 

 

２ 都心通勤交通ワーキングについて 

 

２－１ 都心通勤交通ワーキングにおける検討方針 

 都心通勤交通ワーキングは、平成１１年度の交通実験の結果を踏まえ、実験実施地区のフ

ォローアップとＰ＆Ｒ、Ｐ＆ＢＲの利用条件の整理を行い、仙台都市圏における通勤ＴＤＭ

施策の展開方針の検討を行う。また、都市圏住民、都心企業、マスコミ及び関係機関へ実験

成果等の情報を広く提供し、ＴＤＭ施策に関する意識啓発を図るとともに、実験参加者をは

じめとして地域住民や都心企業との意見交換会などを通して、今後の仙台都市圏におけるＴ

ＤＭ施策に関する意見を聴取し、ＴＤＭ施策の展開方針の検討に反映していくこととする。 

 都心通勤交通ワーキングの主な検討項目について整理すると、以下のとおりとなる。 

 

（１）仙台都市圏における都心通勤交通に関わるＴＤＭ施策の展開方針の検討 

  ① 実験実施地区における本格導入に向けた取り組み（実験のフォローアップ） 

    ・ Ｐ＆Ｒ地区における実施状況の確認（駅周辺駐車場の現状把握） 

    ・ 実験結果の整理と実験後の動向（本格導入に向けた課題と動向の整理） 

    ・ 今後の取り組み（本格導入に向けた協議会での取り組み・働きかけ 等） 

    ・ 本格導入に向けたプロセスの検討（導入に向けたスケジュール 等） 

  ② 仙台都市圏における都心通勤交通に関わるＴＤＭ施策への転換条件の分析 

    ・ Ｐ＆Ｒ、Ｐ＆ＢＲの転換条件の整理（利用する可能性が高い層の明確化） 

    ・ 都心通勤循環バスの評価に関する検討（実験参加者、一般利用者の評価） 

  ③ 仙台都市圏における都心通勤交通に関わるＴＤＭ施策の展開方針 

    ・ Ｐ＆Ｒに関する今後の展望（導入地域や実施プログラムの検討） 

    ・ Ｐ＆ＢＲに関する今後の展望（Ｐ＆ＢＲの本格導入に向けた展開の検討） 

    ・ ＴＤＭ施策全般に関わる検討と課題の整理（P&R･P&BR以外の施策展開検討） 

  ④ 都心通勤交通に関わるＴＤＭ施策の展開方針の具体化へ向けた検討 

（２）都市圏住民及び都心企業に対するＴＤＭ施策の意識啓発とＰＲ活動 

    ・ ＰＲの対象（実験地区住民・自治体、都心企業、都市圏住民・企業 等） 

    ・ ＰＲの方法（意見交換会、都心企業との懇談会 等） 

    ・ ＰＲの媒体（実験パンフレット、提言パンフレット、広報誌 等） 

    ・ スケジュール（ＰＲ活動の実施スケジュール） 
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図    都心通勤交通ワーキングの検討方針 



 

 

２－２ 都心循環通勤バスの評価に関する検討 

 

（１）検討の視点 

 昨年度、行われた交通実験は、Ｐ＆ＲやＰ＆ＢＲと都心循環バスを組み合わせることで、

居住地から勤務先までの移動環境を向上することにより、自動車からの転換を図ろうとす

るものであった。したがって、都心循環通勤バスは、当初、実験参加者を利用者として想

定しており、都心循環通勤バスの目的は実験参加者のイグレス環境の向上を図ることであ

ったといえる。実際の運行の際には、一般の利用者が利用できるように運行がなされ、利

用者数も実験参加者よりも一般利用者が多くなっている。 

 そこで、実験参加者の利用を通して得られた実績や評価から、都心循環通勤バスをＰ＆

ＲやＰ＆ＢＲと組み合わせることの評価を行う。特に、仙台駅からのイグレス環境の向上

という観点からＰ＆Ｒ地区に着目する。また、一般利用者については、利用実態や都心循

環通勤バスに対する評価から、都心部での移動環境としての都心循環通勤バスの評価を行

う。 

① 実験参加者の利用からみた評価 
 実験参加者のイグレス環境の確保する目的としての都心循環通勤バスの利用実績と
その評価 
② 一般利用者の利用からみた評価 
 都心地区の交通環境向上を図る目的としての都心循環通勤バスの利用層とその評価 
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②　一般利用者の利用からみた評価②　一般利用者の利用からみた評価②　一般利用者の利用からみた評価②　一般利用者の利用からみた評価
　　・一般利用者のバス停別乗降者数
　　・循環バスの利用目的
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①　実験参加者の利用からみた評価①　実験参加者の利用からみた評価①　実験参加者の利用からみた評価①　実験参加者の利用からみた評価
　　・都心循環バスの利用状況
　　・P&RやP&BRとの組み合わせでの都心循
　　　環通勤バスの評価
　　・都心循環通勤バスサービスの評価
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図 検討の全体フロー 

 

 

（２）都心循環通勤バスの概要 

 

表 都心循環通勤バスの概要 

項 目 概        要 

運行ルート 
右回り：仙台駅前～青葉通～晩翠通～定禅寺通～駅前通～仙台駅前 

左回り：仙台駅前～駅前通～定禅寺通～晩翠通～青葉通～仙台駅前 

運行時間帯 平日のみ運行 （朝）7:00～9:20 （夕）17:00～20:00 

運行本数 
（朝）10分間隔38便（7:40～8:20は5分間隔で運行） 

（夕）10分間隔42便 

利用料金 大人100円／回 小児50円／回 （実験モニターは無料） 

 

 

 

図 都心循環通勤バスの運行ルート 

 

 



 

 

（３）都心循環通勤バスの評価に関する検討結果 

 

都心循環通勤バスの評価

実験結果の概要

　①　利用者数の推移
　　・10日間で述べ5,235人の利用があった
　　・仙台駅前でのＰＲ活動の継続により実験後半にかけて利用者数は増大している
　②　１便当たりの乗客数
　　・午前７時台後半から８時台にかけて利用者が多く、１便当たり約15～20名の利用があった
　　・夕方の時間帯は利用者が少なく、大きなピークもみられない
　③　バス停間乗車人数
　　・仙台駅周辺で乗車し、右回りは一番町二丁目から県民会館前バス停、左回りは錦町から定禅寺通市役所前バス停のバス停で降車が多い
　④　運行状況
　　・朝の時間帯は、運行予定時間内で定時性高く運行された
　　・夕の時間帯は、道路混雑の影響を受け運行予定時間をこえる便もみられ、定時性の確保が難しい

実験参加者の利用からみた評価

一般利用者の利用からみた評価

　①　都心循環通勤バスの利用状況
　　・朝の時間帯は仙台駅周辺で乗車し、定禅寺通や晩翠通のバス停で降車する利用者が多い
　　・夕の時間帯は、定禅寺通や晩翠通からの乗車割合が高いものの、全てのバス停で乗降がなされている
　②　都心循環通勤バスの利用目的
　　・朝の時間帯は、通勤目的での利用者が多い
　　・夕の時間帯は、帰宅や買物・私用目的など様々な目的で利用されている
　③　都心循環通勤バスがないときの交通手段
　　・都心循環通勤バスがないときの交通手段は、徒歩の方が約半数、地下鉄やバスなどの既存の公共交通の方が約半数となっている
　④　都心循環通勤バスの評価
　　・１乗車100円という料金に対する評価が高い
　　・本格実施時の利用意向では、８割以上の方から支持されている
　　・本格実施時には、既存の公共交通機関を利用されている方ほど高い料金の支払い意志額がある

都心循環通勤バスの評価のとりまとめ

実験結果から得られた都心循環バスの評価

・利用実態からみると、朝ピーク時（7:30～9:00）において仙台駅
　から勤務先へ向かう利用者が多い
・夕方の時間帯は、交通渋滞の影響を受け安定的な運行が困難であ
　り、利用者も少なく大きなピークもみられない

・Ｐ＆Ｒ地区において、仙台駅からのイグレス交通手段としての利
　用が多く、利用者から一定程度の評価が得られた
・Ｐ＆ＢＲ地区においては、地下鉄や快速バスが勤務地近くまで乗
　り入れていることもあり、利用者も少なく、それほど評価も高く
　ない

・一般利用者からも高い支持が得られており、特に１乗車100円と
　いう料金面での評価が非常に高い
・一方で、バス停のわかりやすさについての評価は低い

都心循環通勤バスは、朝ピーク時に仙台駅
から勤務先へ向かう利用者から高い評価

今後に向けて

・朝ピーク時の仙台駅からの通勤者を対象とした都心循環通勤バス
　の運行可能性について、引き続き検討することが必要である

・既存バス路線の活用による都心循環通勤バスの代替可能性の検討
・料金水準を考慮した上での交通事業者からみた採算性の検討

　こうした検討を踏まえながら、交通事業者との協議を重ね、
都心循環通勤バスの実現可能性について検討を進める

Ｐ＆Ｒ地区（利府、多賀城、名取の３地区）

　①　都心循環通勤バスの利用状況
　　・都心地区に勤務している参加者のうち
　　　約半数の方が、都心循環通勤バスを利
　　　用している
　　・利用率は実験に参加した日の約３／４
　　・仙台駅からの徒歩圏をこえた地域での
　　　利用割合が高い
　②　Ｐ＆Ｒとの組み合わせでの評価
　　・都心循環通勤バスを利用した参加者の
　　　約４割強が循環バスとセットでの変更
　　　意向を示している
　③　循環バスサービスの評価
　　・循環バスのサービスについては、全て
　　　の項目で７割程度の評価が得られてい
　　　る

Ｐ＆ＢＲ地区（富谷地区）

　①　都心循環通勤バスの利用状況
　　・都心地区に勤務している参加者のうち
　　　約２割の方が、都心循環通勤バスを利
　　　用している
　　・利用率は実験に参加した日の約５割
　　・地下鉄駅から離れた地域での利用割合
　　　が高い
　②　Ｐ＆ＢＲとの組み合わせでの評価
　　・都心循環通勤バスを利用した参加者の
　　　約１／３が循環バスとセットでの変更
　　　意向を示している
　③　循環バスサービスの評価
　　・バス停のわかりやすさやバス停での待
　　　ち時間に関する評価が低い

Ｐ＆ＢＲ地区（中山地区）

　①　都心循環通勤バスの利用状況
　　・都心地区に勤務している参加者のうち
　　　約２５％の方が、都心循環通勤バスを
　　　利用している
　　・利用率は実験に参加した日の約５割
　　・快速バスの運行ルートから離れた地域
　　　での利用割合が高い
　②　Ｐ＆ＢＲとの組み合わせでの評価
　　・都心循環通勤バスを利用した参加者の
　　　約２０％が循環バスとセットでの変更
　　　意向を示している
　③　循環バスサービスの評価
　　・走行時間に関する評価が高い
　　・バス停のわかりやすさやバス停での待
　　　ち時間に関する評価がやや低い

(参考資料p.1)

(参考資料p.2～p.4)

(参考資料p.5)

 



 

 

２－３ 実験実施地区における本格導入に向けた取り組み（実験のフォローアップ） 

 昨年度の交通実験でアクセス側の施策であるＰ＆ＲやＰ＆ＢＲを行った５地区（利府、多賀城、

名取、富谷、中山）において、Ｐ＆ＲやＰ＆ＢＲを本格的に導入していくためには効率的かつ戦略

的に取り組んでいく必要がある。 

 そこで、昨年度交通実験を行った５地区において、各地区の実験の結果や参加者の評価を踏まえ

本格導入に向けた課題や実験地区周辺における実験後の動向を把握するとともに、本格導入に向け

て取り組むべきことについて整理した結果を以下に示す。 

 
表 本格導入に向けた取り組みの整理結果 

Ｐ＆Ｒ地区 Ｐ＆ＢＲ地区 
 

利府地区 多賀城地区 名取地区 富谷地区 中山地区 

参加者数 
・５２名の参加登録 
・１日の参加者数は３０～３５名
程度で推移 

・５８名の参加登録 
・１日の参加者数は２０～３０名
程度で推移 

・５６名の参加登録 
・１日の参加者数は３０～３５名
程度で推移 

・１３６名の参加登録 
・１日の参加者数は７５～１００
名程度で推移 

・１３４名の参加登録 
・１日の参加者数は８０～１００
名程度で推移 

① 実験結果の整理 

参加者の評価 

・通勤時の快適性（車内の混雑、
車内の時間の有効利用）に対す
る評価が高い 

・通勤時間の短縮、待ち時間に対
する評価は低い 

・参加者からは「駐車場から駅ま
でが遠く感じた」との意見 

・待ち時間の少なさに対する評価
が高い 

・通勤時の快適性（車内の混雑、
車内の時間の有効利用）に対す
る評価が低い 

・参加者から「公共交通機関の有
効性が確認できた」との意見 

・待ち時間の少なさに対する評価
が高い 

・通勤時の快適性（車内の混雑、
車内の時間の有効利用）に対す
る評価が低い 

・参加者から「駐車場から駅まで
近くて便利」との意見 

・Ｐ＆ＢＲ駐車場および地下鉄泉
中央駅における計２回の乗換
にもかかわらず、乗換と待ち時
間に対して約６割の方から支
持 

・地下鉄やバス車内での時間の有
効利用に対する評価は低い 

・参加者から「最終バスが遅くま
であって良かった」との意見 

・通勤時の快適性（車内の混雑、
車内の時間の有効利用）に対す
る評価が高い 

・乗換に対する評価が高い 
・通勤時間の定時性については評
価が低い 

・参加者から「確実に座れ、ゆと
りある快適な通勤であった」と
の意見 

② 実験から得られた本格実施に向け
た課題 

・利府駅東口町営駐車場の月極制
料金体系等への条例改正 

・参加者からは運行本数の少な
さ、駐車場から駅までの移動環
境の改善について指摘 

・実験時に使用した商業施設の立
体駐車場の活用が不可欠であ
り、既存の月極駐車枠の拡大が
必要 

・駅周辺の未利用地の活用方策の
検討 

・駅周辺における駐車場の確保 

・仮設駐車場を設置した場所は宅
地として開発される予定であ
り、駐車場としては活用不可 

・参加者からは、地下鉄の最終便
に合わせた最終バスの運行、深
夜時間帯における運行本数の
充実について要望 

・本格実施時の変更意向は最も高
く、駐車場と快速バスの組み合
わせによるＰ＆ＢＲシステム
の確立が必要 

・住民と駐車場所有者、バス事業
者の三者間の合意形成 

・橋渡し役として、協議会で三者
の意向を把握しながら取り組
みを進めることが必要 

③ 実験後の動き 

・「利府駅前活性化推進協議会」
の設立 

・立体駐車場の事業主における経
営状況の変化 

 ・平成１３年度の国体開会式開催
時に、新富谷ガーデンシティイ
ベントホール駐車場をＰ＆Ｂ
Ｒ駐車場として活用予定 

・仙台市交通局による新規バス路
線（快速バス）の設置 

当該自治体 ・町営駐車場の条例改正（利府町）     

④ 今後の取り組み 当協議会から 
各主体への 
働きかけ 

・利府地区住民へのＰＲ活動の展
開（利府町へ働きかけ） 

・利府地区から都心部へのマイカ
ー通勤者を対象とした意見交
換会の開催（協議会） 

・既存の月極駐車枠の拡大や商品
券購入により駐車場利用を認
める手法等の導入について事
業主との交渉機会を継続的に
探る（事業主） 

・多賀城地区東部方面から都心部
へのマイカー通勤者を対象と
した意見交換会の開催（協議
会） 

・駅周辺の未利用地の確認（名取
市） 

・名取地区住民へのＰＲ活動の展
開（名取市へ働きかけ） 

・名取地区および名取以南方面か
ら都心部へのマイカー通勤者
を対象とした意見交換会の開
催（協議会） 

・Ｐ＆ＢＲ用駐車場種地の確保
（富谷町・事業主） 

・駐車場までのバス路線の設定
（上記事業主とバス事業者） 

・深夜時間帯のバスサービスの向
上（バス事業者） 

・Ｐ＆ＢＲの定着・促進に向けた
富谷地区住民へのＰＲ活動の
展開（富谷町） 

・地元利用者の意向の把握（住民） 

・実験の報告会および住民のニー
ズを確認するための意見交換
会の実施（住民） 

・中山地区周辺の商業施設駐車場
の所有者に対する本格実施に
向けての意向の確認（駐車場所
有者） 

・住民および駐車場所有者の意向
確認をした上で、Ｐ＆ＢＲシス
テムが可能となるバス路線の
可能性について調整（バス事業
者） 



 

 

来年度 

２－４ 都市圏住民および都心企業に対するＴＤＭ施策の意識啓発・ＰＲ活動 

 

 都市圏住民、都心企業等に対して、仙台都市圏の交通の現状や交通実験の成果、今後のＴ

ＤＭ施策展開の可能性などの情報提供を継続的に行うことにより、都市圏住民へのＴＤＭ施

策のＰＲを行い、都市圏住民等と都市圏交通に関わる情報の共有化を図る。 

 

（１）ＰＲ活動の方針 

① 昨年度の交通実験の対象者（実験地区の住民および自治体、都心企業）に対しては、

実験結果の報告、ＴＤＭ施策に関する意見交換、施策推進に向けた参加協力等を実施し

ながら、本格的な推進に向けたＰＲ活動を行う 

② ①の対象者以外の都市圏住民や企業に対しては、昨年度の交通実験の概要や結果、Ｔ

ＤＭ施策の必要性や有効性等の情報提供を行うことにより、ＴＤＭ施策そのもののＰＲ

活動を行う 

③ ①②の活動については、より効果的にＰＲしていくために、ＴＶや新聞等のマスコミ

の協力を得ながら、協議会としての活動そのものをＰＲする 

④ 今後のＴＤＭ施策の方向性やＰＲの方策等については、上記のＰＲ活動の結果を踏ま

えながらさらに検討を進める 

 

（２）ＰＲ活動（案） 

 当面のＰＲ活動（案）は、以下の通り（下表）である。 

 実験地区の住民を対象とした意見交換会、自治体を対象としたＴＤＭ推進検討会を、各実

験実施地区において今年度中に開催する。また、都心企業を対象とした懇談会についても、

各種の経済団体等を通して今年度中に開催する。 

 さらに、都市圏全体の住民や企業に対しては、行政広報誌や広報番組、ホームページ等の

各種の媒体を通して随時ＰＲ活動を展開する。 

 

 

 

 

表 ＰＲ活動（案） 

スケジュール 
対象者 方     法 媒     体 

H12 H13 

住 民 
●意見交換会 
・ＴＤＭ実験報告 
・ＴＤＭ推進に向けた要望・アイディアの収集 

・交通実験パンフレット 
・都市交通の提言パンフレット 
・実験概要版 

 

 
実
験
地
区 自治体 

●ＴＤＭ推進検討会 
・ＴＤＭの有効性 
・本格実施に向けた取り組み 
・スケジュール 

同  上 

 

 

都心企業 

●経済団体等を通した懇談会 
・ＴＤＭ実験報告 
・通勤手段についての働きかけ 
・ＴＤＭ推進に向けたアイディアの収集 

同  上 

 

 

都市圏住民 
 〃 企業 

●各種媒体を通したＰＲ 
・ＴＤＭ実験報告 
・ＴＤＭの必要性と有効性 
・参加協力 
・意見、アイディアの収集 

・広報誌 
・行政広報番組（TV,ﾗｼﾞｵ） 
・ホームページ 
・シンポジウム、フォーラムの開催 
・イベント等での記録ビデオ活用 

 

 

 

 各地区 

 開 催 

 各地区 

 開 催 

 

 開 催 

 早 期 

随時機会を探る 

公開中（随時修正） 

随時機会を探る 


